


































































































による学術研究叢書﹃日本学研究叢書』が発刊された︒その後 企画編集の責任を二〇一三年十一月に発足の国立台湾大学日 研究センターが担って今日に至る︒戦後、国立台湾大学 旧台北帝国大学から受け継いだ日本研究 関する文献は膨大であり、また貴重なものである︒そうした遺産のもと、台湾における日本研究は長い歴史と伝統をもっている︒しかし、東アジアの全体を見渡すとき 日本、中国、韓国などの国々の日本研究が、それぞれ 特色のある内容を
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  台湾における「日本研究」の新たな学習環境を積極的に切り拓き、学際的にして国際的な方向に視野 広げていく若手研究者の養成を期すこと︒
⑶
　
  台日両国 関連研 機関および東アジア 諸研究機関との連携を促進し、日本研究を国際的に展開する「国際日本 」の構築を目指すこと︒
⑷
　


























題や歴史認識問題 ど双方が自らの議論に正当性の根拠があるとして主張し、しかし、それゆえに相反する が等しく成立 ていように見える状態すなわちアポリア 眼前に立ち現れ、まさに行き詰まった状態にあることが指摘される︒そうした問題群をめぐって、山室信一氏は「国民国家と国民帝国への眼差し
――
東アジア人文・
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とを腑分けしながら、戦前 アジア主義から、アジア的生産様式論、戦後の多くのアジア論などが、 「現実 アジア 隠蔽する「アジア想像」に過ぎなかった所以を考察する、原理的・哲学的な営為として、注目に値する︒また、アニック堀内氏の「近世日本思想史における翻訳の役割」は、フランスか 日本近世思想や学問に独自のまなざしを向けていた︒これまでの日本の思想史に、 「翻訳」を正面から対象に た研究が欠落していることを指摘し 思想史史研究における翻訳研究 重要性 主張し、蘭学を例として説明している︒　
これらの論文は日本の「そと」から「日本」という地域を対象に
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を中心とし、⑴外来たる中国法の在地化：台湾法における中国的要素、⑵外来たる日本法の在地化：台湾法における日本的要素、⑶外来たる欧米法の在地化：台湾法における西洋的要素など 各段階の歴史的時間を溯り 台湾地域及びそれに近接する現在 中国（中華人民共和国）
、日本、西洋などに存在する各種の法律現象を検












































科共催のもと開催され、二〇一六年五月現在、六回目を迎えた︒第一回「国際日本学研究の最前線に向け 」は、台湾に見られ 「哈日族」の現象に注目しつつ、日本の流行文化を取り上げた︒第二回は「東アジアにおける企業法制 継受及びグローバル化の影響」
テーマとして、法学の問題について議論を深めた︒第三回「近代日本政治思想の展開と東アジアのナショナリズム」は、政治思想とナショナリズムと 関係について議論した︒このように、日本、台湾さらにはアジアの未来に向けて、アジア各国の相互受容や影響関係に焦点を当て、文化、文学、言語、法学、政治思想などの議題について議論した︒第四回フォーラムは 「トランス ルな文化の伝播・交流──思想 学 言語」をテーマとする︒第五、
 六回













よって提唱された「ＧＮＣ」が火種となって「クールジャパンブーム」が起こった︒日本の映画、アニメ、ファッション文化が「ソフトパワー」として世界から注目されるようになり、それに関わる研究動向も注目され いる 第一回「日台 ジ 未来フォーラム」での討論は、現代日本のソフトパワーに焦点を当てながら 日本学の
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つないでいるのは、多様なメディ である︒ 「メディア革命」の時代、アジア諸国は相互に無関係ではありえない そして メディアの発展が進むことによって 文化の国境は消 つつあるといえよう︒メディアは新聞、雑誌、テレビ ラジオなどの近現代以降出来あがった媒体としてとらえられ ことが が、第四回 フォーラムでは、より広義的意味を取る︒台湾、日本、韓国を含めた東アジアにおける文化交流・伝播の様相に迫り、異文化がメディ を通じて、どのように影響し合い、そ どのような新しい文化が形成されるかについて議論した︒このフォーラムは、文学 思想 言語という
































その意味で台湾には、世界史の普遍的な問題が凝縮して存在る︒ ことを思えば、台湾からの問いであるからこそ成立する、独自の問いや課題が必ずあると考えられる︒それ 端的に「台湾特色を持つ日本研究」と呼ぶとすれば、そうした研究こそ 台湾だけでなく、日本さらには東アジアの研究に積極的な貢献ができ だろう︒　
一方、台湾における日本研究は、社会が求める実際の人材育成に
応えるだけの教育体制 十分に構築しているとは言えない︒また台湾の日本研究に対する認識も、なお「外国語 しての日本語教育」の域を脱していない︒むしろ強化されて るかにみえる︒こうした危機的な現状を、 か 克服するのか︒まずは、台湾の日本研究の
世界に開かれた台湾の日本研究
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あり方を再検討し、上述したように東アジア、ないし世界の研究者を結集し、さらなる「知的交流」を図り、大きな連合組織を実現しなければならない︒そのために、近い将来、台湾の日本研究を結集・統合した組織として、 「台湾日本研究連合協会」を結成する予定がある︒新たに構築する「台湾日本研究連合協会」は、台湾および日本の産 官・学が連携した支援を求める︒この研究者と産・官・学の組織的連携によって、台湾各大学の研究者及び センターの横の連携 みならず、 「東アジア日本研究者協議会
（
22）」との連
携も可能となり、相互に協力し うえでの安定した次世代日本者育成のシステム作りができ こと 意図する︒さらには国際学研究の多元的な発展を実現可能とする め、こ 連合組織での共同研究と教 の実績を着実に積み上げ、近い将来 台湾政府直轄の「（国立）
日本研究センター」開設の実現を目指すことも、十分視野



























































11）  「近代日本「台湾領有論」的系譜」 、 「台灣歷史文化」系列學術演講會、台灣日本研究學會、二〇一三年五月一六日︒
（






















































22）  「東アジア日本研究者協議会」及び「第一回国際会議」は、二〇一六年十一月三十日にソウル大学で発足した︒その趣旨は国境を越えた日本研究者の学術的な交流の場を作ることと若手研究者 育成にある 二〇一七年に中国天津南開大学、二〇一八年に国際日本文化研究センター、二〇一九年に国立台湾大学、それぞれの開催機関が決まっ 以降 年に一回、国際学術会議を開催することとなっている︒
